
すでに年明けからひと月が経とうとしていますが，改めまして，新年の 
ご挨拶を申し上げます。あけましておめでとうございます。 
さて，今年こそは，子供たちにとっても保護者の皆様にとっても，そし 

て学校にとっても，安全で落ち着いた一年になればと思っていた矢先，再 
び大きな感染症の波に見舞われることになってしまいました。県内はもと 
より，市内でも多くの学校が休校や学年休業をせざるを得ない状況が続い 
ています。本校においても保護者の皆様には多大なご心配をおかけしてお 
りますが，今後もできるかぎりの感染症対策を講じながら学びを進められ 
るよう努めてまいります。ご理解・ご協力のほど，よろしくお願いいたし 
ます。 
令和３年度も残すところ２か月となりました。６年生はいよいよ「卒業」 

に向けてのカウントダウンが始まります。そして，１～５年生も進級を控 
え，最後の学年のまとめに入ります。 
年明け最初の集会では，「この１年間とは違った自分になって新たな学年に進もう」という話

をしました。コロナ禍の厳しい年度末になりそうではありますが，子供たちには，ぜひ，確実に
成長した自分を自覚し，新たな目標をもって前に進んでほしいと思っています。 

 
  

 
 
 
 

 
                

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※ 県では，これまでの警戒度の指標（ステージ）を改訂し，新たな警戒度レベルを設定しました。そ
れに合わせ，本校でも教育活動の実施判断のガイドラインを改訂しましたのでご紹介いたします。
（裏面に掲載しましたのでご参照ください。）

【体罰に関する相談日】 ２月９日(水)・１０日(木)午前９：００～１１：３０ 午後１：３０～４：００ 

 体罰は，教職員と児童との間の信頼関係を損なうだけでなく，児童の人権を著しく侵害する行為であり，
校内研修等を通して，教職員一人一人が自覚をし，決して起こらぬよう努めております。体罰に限らず，学
校への相談につきましては，副校長を窓口としているところでありますが，上記の日時を体罰に関する相談
日として設定しましたので，ご相談ください。      TEL ６２４－０３１７ 担当 副校長 黒尾 

                                                    

                        
宇都宮市駒生町 3364-29 

                                   Tel：028-624-0317  
                                http:/www.ueis.ed.jp/school/takaragi/ 

   （発行者 亀和田 淳一）                        
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先日も通知とメール等でお知らせしましたとおり，本県のまん延防止等重点措置の適用と市内
や本校の感染状況を受けて，学校の教育活動における感染症対策を強化することといたしました。 
再び多くの制限の中での学習や生活を強いることになってしまいますが，それでも，子供たち

一人一人はしっかり対策を守りながら，一生懸命頑張っています。 
そして，このような時こそ，「みんなが心を一つにして困難を乗り越える」ことの大切さを考え

る機会であると思っています。感染対策をしっかりやることは，実は，自分のためだけでなく，
友達や家族など身の周りの人たちに対して今できる，『最大の思いやり』でもあります。ご家庭で
も，ぜひ，そのような話題を出していただければ幸いです。 

 

 

落ち着いて学習 給食は黙食 外の活動もマスク着用 



宝木小学校における教育活動ガイドライン           ※ ○においても，日常の感染対策は十分に徹底する。  

警戒度 

レベル４ 

避けたいレベル 

レベル３ 

対策を強化するレベル 

レベル２ 

警戒を強化するレベル 

レベル０・１ 

維持すべきレベル 

緊急事態宣言 
まん延防止等重点措置 

緊急事態宣言 
まん延防止等重点措置 拡大期 収縮期  

ボランティア
等，外部人材の

入校 
× × △ 

※緊急性の高いものに限定 

  △ 
※ 地域の実情を考慮 
して判断 

○ ○ 

ボランティア等
学校での会議 × × × 

  △ 
※ 地域の実情を考慮 
して判断 

○ 
○ 

ボランティアと
児童との活動 × × × 

  △ 
※ 接触の少ないものや
屋外活動は可 
※ 接触の可能性がある
活動は，制限を付ける 
ことで可 

  △ 
※ 地域の実情を考慮 
して判断 

○ 

学習活動 

（グループ・リコー

ダー・鍵盤ハーモニ

カ・水泳・調理等） 

× × × 
△ 

※ 地域の実情を考慮 
したうえで個別に判断 

※ 感染対策徹底 

〇 
※接触の少ないもの 

○ 

授業参観等 × × × 
△ 

※ 地域の実情を考慮し
たうえで可否を判断す
るとともに，一斉での
実施は要検討 

△ 
※ 地域の実情を考慮す  
るとともに，一斉での
実施は要検討 

○ 
※ 一斉実施ができる 
 か検討 

校外学習等 × × × 
△ 

※ 対象地域の状況によ
り判断 

※ 感染対策徹底 

△ 
※ 対象地域の状況に
より判断 

※ 感染対策徹底 

○ 


